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Operations of Fish Market
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Abstract
　　As the international demand for marine products increases, exports expand, and concerns about the 
management of resources and sustainable fisheries grow, it becomes increasingly essential to improve 
hygiene and quality management in fishing ports, as well as the efficiency of and traceability of market 
transactions. While fishing ports and markets go about installing facilities and equipment for hygiene 
management in a systematic manner, however, it is true that, aside from those in a small number of 
locations, transaction procedures in most fish markets remain utterly dependent on handwritten paper 
forms such as order slips. Japan’s population is graying and dwindling and fishing communities are faced 
with their rapid declining and aging population. Therefore, it is necessary to promote the  computerization 
for the operations of fish markets, particularly for the handling of market transactions. 
　　This will be beneficial for reducing time and labor, as well as improving traceability and resource 
management. This report provides the results of a quantitative analysis of the benefits of the 
computerization for the operations of the Ofunato fish market where the market transactions were 
monitored with Internet Protocol （IP） cameras and visual observations were also made during the peak 
fishing season in October 2018.
　　The number of the assigned personnel has slightly decreased from 22 to 20 persons, and the total 
scheduled work time has shrunk by 12% from 213 to 188 hours. The time spent in actual labor has fallen 
from 213 to 158 hours, which is a 26% decrease. Bidding time （or lead time） has been shortened by about 
half an hour. The savings in the buyers’ time spent in the main market building for the purchase of fish 
have been estimated at between 24 and 30 minutes （20–25%）. We anticipate carrying out similar 
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Fig. 1　Computerization for the operations of the fish market.
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Table 1　Operations dedicated for the market transactions at the fish market.
現状（電子化） 作業項目 電子化































































































割合が約 2 割から約 4 割へと倍増している。活魚の取扱
現在
2017 年
荷受け状況 鮮魚 活魚 加工品 その他 合計
数量（ｔ） 33,873 302 20 3,407 37,604
金額（百万円） 6,606 259 24 88 6,978
平均価格（円 /kg） 195 856 1,201 26 186
処理状況 鮮魚 冷凍 加工 魚かす 合計
数量（ｔ） 14,372 21,773 1,150 309 37,604
金額（百万円） 4,331 2,227 413 6 6,978
平均価格（円 /kg） 301 102 360 20 186
震災前
2009 年
荷受け状況 鮮魚 活魚 加工品 その他 合計
数量（ｔ） 56,557 133 19 254 56,964
金額（百万円） 5,658 103 17 89 5,868
平均価格（円 /kg） 100 776 891 350 103
処理状況 鮮魚 冷凍 加工 魚かす 合計
数量（ｔ） 9,397 42,274 4,883 408 56,964
金額（百万円） 2,457 2,260 1,145 6 5,868
平均価格（円 /kg） 261 53 234 14 103
Table 2　Sales quantity and value, and average prices according to the state of fish 
and its process at present and before the earthquake.
Fig. 3　Trend of the share of sales quantity according to the state of fish and average prices at Ofunato.
　　　  Left : All of fish   Right : Pacific saury


















































































Fig. 4　Computerization for the operations of the 


















Table 3　Operations where quantitative effects may appear in the sales of marine products at Ofunato.
作業項目
震災前（電子化前） 現在（電子化以降）






























































































































































































































Fig. 5　Supposed scenario for quantitative benefits 
of computerization for operations of the 
transactions at the fish market. 





































東エリア　鮮魚　　10分〜 2 時間 5 分
南エリア　鮮魚　　30分〜 3 時間30分
　　〃　　活魚　　35分〜 2 時間55分









Table 4　Trend of the landings in quantity and value at Ofunato.
2018 年 市場本棟利用 南側岸壁上屋利用 2018 年 数量（t） 金額（百万円）
10 月 定置網 その他の漁業 いか釣り 秋刀魚棒受網 旋網 1 月 1,462 207,402
1 日 　 23 隻 - 0.2t 　 5 隻-169t 　 2 月 2,184 188,215
2 日 11 隻-28t 23-1.0 　 　 　 3 月 3,505 375,082
3 日 9- 7 29-0.3 2 隻-12 箱 2-161 　 4 月 3,063 449,312
4 日 8- 7 51-1.0 4-21 2-130 　 5 月 2,830 338,641
5 日 11-14 78-1.5 3-13 6-547 　 6 月 1,760 210,878
6 日 14- 8 67-1.0 1- 8 5-427 　 7 月 1,605 262,694
8 日 14-17 34-0.8 　 4-410 　 8 月 1,958 425,810
9 日 12- 5 45-1.5 4-36 　 　 9 月 4,099 933,951
10 日 7-11 70-2.0 　 3-251 　 10 月 10,473 1,699,357
11 日 15-20 74-1.4 　 5-447 　 11 月 6,597 1,030,332
12 日 9-29 68-1.3 　 5-509 　 12 月 3,690 468,935
13 日 15-12 69-1.5 　 3-321 　 平均 3,602 549,217
15 日 19-15 114-3.5 　 5-258 1 隻-161t
16 日 17-18 80-3.0 　 5-462 　
17 日 13- 8 90-3.0 　 4-411 　
18 日 16-10 91-3.0 1- 5 6-340 　
19 日 15- 9 100-3.0 1- 3 4-405 1-152
20 日 19-13 86-3.3 　 6-278 　
22 日 20-20 127-5.7 　 10-476 　
23 日 13- 7 84-3.5 　 4-495 　
24 日 3- 1 53-1.8 　 4-238 　
25 日 19-34 71-5.0 　 4-432 　
26 日 18-18 105-4.5 　 3-234 　
27 日 1- 1 55-1.3 　 5-402 　
29 日 19-36 97-6.0 　 10-448 　
30 日 18-14 87-3.0 　 2-168 　
31 日 18-12 79-3.0 　 6-435 　
平均 13-14 75-2.5 　 4-328 　












































































Fig. 8　Operations at the south quay and the number of people related to the sale on October 19, 2018.  
Fig. 9　Personnel assignment for the sales at present 
and before the earthquake.





















































Fig. 10　Cumulative number of officials working at the 
market building and their actual working hours. 
Fig. 11　Cumulative number of officials working at the 
south quay and their actual working hours. 










▲ 3％ 206 時間 213 時間








▲12％ 188 時間 213 時間











　 販売結果を OCR 
により PC に入力
6 人
▲25％ 　 54 時間
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活魚 トロ箱 電子入札 6：00-6：12-6：16 16 75 13
鮮魚 トロ箱・発泡箱 電子入札 6：27-6：37-6：41 14 57 15
加工品 袋 電子入札 6：38-6：50-6：52 14 28 30
10月17日
北エリア
鮮魚 トロ箱・カゴ せり 8：51-8：54 3.2 17 11
鮮魚 トロ箱 せり 7：34-7：43 8 36 13
鮮魚 トロ箱 せり 8：00-8：01 0.8 7 7
東エリア
鮮魚 トロ箱 せり 7：51-7：55 4.2 23 11
鮮魚 トロ箱 せり 8：43-8：45 1.3 9 9
鮮魚 トロ箱 せり 8：56-8：58 1.5 8 11
鮮魚 タンク 電子入札 7：52-7：56-7：58 6 5 72
鮮魚 タンク 電子入札 8：05-8：07-8：07 2 1 120
鮮魚 トロ箱 電子入札 8：25-8：29-8：30 5 4 75
鮮魚 トロ箱 現場入札 8：45-8：48 2.5 3 50
鮮魚 タンク 現場入札 7：44-7：45 1 1 60
鮮魚 タンク 現場入札 7：47-7：51 4 4 60
10月18日
北エリア
鮮魚 トロ箱 せり 7：38-7：49 10.5 51 12
鮮魚 タンク 現場入札 7：37-7：38 2 2 60
東エリア
鮮魚 タンク 電子入札 7：43-7：47-7：48 5 2 150
鮮魚 タンク 電子入札 7：53-7：56-7：57 4 5 48
鮮魚 タンク 電子入札 8：02-8：06-8：07 5 4 75
鮮魚 タンク 現場入札 8：07-8：08 1 1 60
鮮魚 タンク 現場入札 10：39-10：40 1 1 60
鮮魚 トロ箱 せり 8：01-8：09 6.5 35 11
鮮魚 トロ箱 せり 7：53-8：00 7.2 38 11
鮮魚 トロ箱 せり 10：41-10：43 2 12 10
南エリア
活魚 トロ箱 電子入札 6：05-6：18-6：23 18 80 14
鮮魚 トロ箱・発泡箱 電子入札 6：19-6：31-6：37 18 42 26
加工品 袋 電子入札 6：33-6：45-6：49 16 49 20
鮮魚 タンク 電子入札 6：02-6：06-6：07 5 2 150
商品形態 販売容器 販売方式 秒 / ロット
鮮魚 トロ箱 せり 11
鮮魚 トロ箱・発泡箱 電子入札 19
活魚 トロ箱 電子入札 13
加工品 袋 電子入札 23
鮮魚 タンク 電子入札 85
































Table 6　Time required for bids and auctions at the market building


















































月日 場所 商品形態 入札番号 開始 - 終了 応札者数 ロット数 分/ロット
10 月 19 日 南側岸壁
鮮魚 サンマ　① -1 7：00-7：02 12 4 2
鮮魚 サンマ　① -2 7：04-7：07 7 7 3
鮮魚 サンマ　② -1 7：08-7：10 4 4 2
鮮魚 サンマ　② -2 7：11-7：13 5 5 2
鮮魚 サンマ　③ -1 7：14-7：17 3 3 3
鮮魚 サンマ　③ -2 7：17-7：19 4 1 2
鮮魚 サンマ　③ -3 7：20-7：22 3 2 2
鮮魚 サンマ　④ -1 7：23-7：25 3 3 2
鮮魚 サンマ　④ -2 8：07-8：10 4 1 3
鮮魚 イワシ　⑤ -1 8：11-8：14 3 3 3
10 月 20 日 南側岸壁
鮮魚 サンマ　① -1 7：07-7：11 10 7 4
鮮魚 サンマ　① -2 7：12-7：14 3 2 2
鮮魚 サンマ　② -1 7：14-7：16 5 1 2
鮮魚 サンマ　② -2 7：17-7：20 7 6 3
鮮魚 サンマ　③ -1 7：21-7：22 1 1 1
鮮魚 サンマ　③ -2 7：22-7：24 3 1 2
鮮魚 サンマ　④ -1 7：25-7：27 2 1 2
鮮魚 サンマ　④ -2 7：27-7：28 2 1 1
鮮魚 サンマ　⑤ -1 7：28-7：30 1 1 2
鮮魚 サンマ　⑤ -2 7：30-7：32 3 2 2
鮮魚 サンマ　⑥ -1 7：32-7：34 2 1 2
商品形態 販売容器 販売方式 分 / ロット
鮮魚 タンク 投函入札 2.2
Table 7　Time required for bids and auctions at the south quay.
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Fig. 12　Number of assigned personnel and time required for the sale according to the sales method at 
present and before the earthquake.
Fig. 13　Number of buyers and their cumulative working hours at the market building at present and 
before the earthquake based on the data of October 18, 2018.





























買受人総数 ±0 74 人 74 人
市場累積滞在時間 ▲ 21％ 117 時間 149 時間
一人当たり滞在時間 ▲ 20％ ▲ 24分 1.6 時間 2.0 時間
2018年10月18日
買受人総数 ±0 70 人 70 人
市場累積滞在時間 ▲ 23％ 108 時間 139 時間
一人当たり滞在時間 ▲ 25％ ▲ 30分 1.5 時間 2.0 時間
Table 8　 Number of buyers and their working hours at the market building at present and 
before the earthquake.
Fig. 14　Supposed scenario for quantitative benefits of computerization for operations of the transactions at 
the fish market. 
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や量販店，レストラン等への輸送など早期の計画立案と
対応に資する。今後は，他の先進的に取り組んでいる市
場での事例分析も行いながら，効果分析手法の精度の向
上に努めたい考えである。
備考−市場関係者からのヒアリング結果（要旨）
大船渡市魚市場の職員と買受人に対して，市場取引業
務の電子化による変化についてヒアリングを行った結果
は，次のとおりある。ヒアリングを行った買受人は，大
手 5 社と複数の小規模な地元買受人である。
（市場職員）
・2002年にOCRを導入し，その日の販売結果を伝票
からOCR用紙に転記してPCに入力することを始め
たことで，大幅に作業が効率化された。OCR導入
以前は，職員39人で19時から20時まで作業が続いて
いたが，OCR機導入以降から現在まで22人体制で
あり，15時には市場の業務は終了している。さらに
現在は，販売原票が電子化され，ロットごとに入
札・せりが終わるとほぼ同時にその結果（落札者と
価格・数量等）は販売原票に追加され販売情報とし
てサーバーに記録・保存される。これによりOCR
でPCに入力する作業自体が不要となった。
・入札には，ⅰ）購入したい数量と価格を札（ふだ）
に記載して入札する「条件付き入札」がある場合や
ⅱ）たくさんの規格のものが入れて入札する場合な
ど慣習的に行われてきたルールがある。また，ⅲ）
漁法・魚種によっては入札者数が多い場合がある。
こうした場合には開札してから落札者を決定するま
で相当数の職員の配置と時間を要していた。現在は，
こうしたルールもプログラム化され，開札と同時に
自動的に落札者とその購入数量・価格が決まること
から，作業が簡便化されるとともに，職員の配置と
時間が削減された。
・手書きによる読み取りや記載ミス等のリスクが回避
され，データや情報の正確性が確保された。
・震災前から現在も，各市場職員の担当する業務や持
ち場が決まっているものの，いずれの業務や持ち場
でも対応できる体制が構築されている。現在は，電
子化が進んだことで，市場職員がタブレット端末を
使用することで市場の情報を共有しており，他の作
業の担当の職員が作業を引き継ぐことが容易になっ
た。
（買受人）
・入船予定情報を早くから入手できることから，商品
の購入計画や購入した商品の輸送の手配，加工場の
生産計画をたてることが容易になった。
・電子入札により入札に要する時間が短くなり，落札
した商品の搬出が早くなった。
・販売方式がせりか入札かはこれまでの慣習によるも
のであるが，せりの場合，購入したい価格が他の買
受人に分かってしまうことから買いにくい面もある。
現在は，これまでせりで販売していたものが一部電
子入札に移行しており，これを歓迎している。
・電子入札に移行してもそれまでのルールが継続され
ており，従来どおり購入しやすい。
・震災前は，朝から晩まで一日中市場にいなければな
らず，市場から会社に対して仕事の指示を行ってい
た。
・市場に出かける時間は買受人によって異なり，その
状況は震災前と変わりはないものと見受けられる。
・震災前は，午前中の早ければ9時半に終わり，水揚
げ多く販売が長引いたときでも11時半頃には市場を
退出していた。現在は市場を退出するのが30分程度
早くなった。
・その日に購入した商品の情報（買付け明細データ）
をwebサイトからダウンロードして入手すること
で，購入した商品の決済をその日のうちに行うこと
ができるようになった。
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